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出来形管理基準及び規格値  

編 章 節 条 枝番 ⼯種 測定項⽬ 規格値（㎜） 測定基準 測定箇所 摘要 

３ 

⼯
事
共
通
編 

３ 

⼀
般
施
⼯ 

９ 

地
盤
改
良
⼯ 

９ 1 固結⼯ 
（粉体噴射撹拌⼯） 
（⾼圧噴射撹拌⼯） 
（スラリー撹拌⼯） 
（⽣⽯灰パイル⼯） 

基準⾼▽ −50 
100 本に１ヶ所測定する。 
100 本以下は２ヶ所測定する。 
１ヶ所に４本測定する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
   

 

 

位置・間隔ｗ Ｄ／４以内 

杭径 Ｄ 設計値以上 

深度 Ｌ 設計値以上 

全本数測定する。 
 
Ｌ＝ℓ１−ℓ２ 

ℓ１は改良体先端深度 
ℓ2 は改良端天端深度 
 

３ 

⼯
事
共
通
編 

３ 

⼀
般
施
⼯ 

９ 

地
盤
改
良
⼯ 

9 2 固結⼯ 
（スラリー撹拌⼯） 
「３次元計測技術を⽤
い た 出 来 形 管 理 要 領
（案 ） 第８ 編固 結⼯
（スラリー撹拌⼯）・バ
ー チ カ ル ド レ ー ン ⼯
編」による管理の場合 

基準⾼▽ 0 以上 
杭芯位置管理表により基準⾼を
確認 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

位 置 Ｄ／８以内 

全本数 
施⼯履歴データから作成した杭
芯位置管理表により設計杭芯位
置と施⼯した杭芯位置との距離
を確認（掘起しによる実測確認は
不要） 
 

杭径 Ｄ 設計値以上 

⼯事毎に１回 
施⼯前の撹拌翼の⼨法実測によ
り確認（掘起しによる実測確認は
不要） 
 

改良⻑ Ｌ 設計値以上 

全本数 
施⼯履歴データから作成した杭
打設結果表により確認（残尺計測
による確認は不要） 
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出来形管理基準及び規格値 第６編 道路編                                                                            単位：㎜ 

編 章 節 条 枝番 ⼯種 測定項⽬ 規格値（㎜） 測定基準 測定箇所 摘要 

６ 

道
路
編 

４ 

橋
梁
下
部 

３ 

⼯
場
製
作
⼯ 

３  鋼製橋脚製作⼯ 
 

部 
 

 
 

 
 

 

材 

橋脚柱とベースプレート
の鉛直度 
 

δ（㎜） 

W／500 
 

各橋脚柱、ベースプレートを測
定する。 

 
 
 
 
 

 

 

ベ
 
ス
プ
レ
 
ト 

孔の位置 ±2 

全数を測定する。  
 
 
 
 
 
 
     

孔の径ｄ 0〜5 

全数を測定する。 

仮

組

⽴

時 

柱の中⼼間隔、 
対⾓⻑ L（ｍ） 

±5・・・・・ 
L≦10m 

±10・・・・・ 
10＜L≦20m 

±（10＋(L−20)/10） 
・・・・・・20m＜L 

両端部及び⽚持ばり部を測定す
る。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
   

はりのキャンバー及び柱
の曲り 
 
 

δ（㎜） 

L／1000 

各主構の各格点を測定する。  
 
 
 
 
 

 

柱の鉛直度 
 
 

       δ（㎜） 

10・・・・・・ 
H≦10 
 

H／1000・・・・ 
H>10 

各柱 及 び ⽚持 ば り 部を 測 定 す
る。 
 
Ｈ：⾼さ（ｍ） 
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